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ゆめやり座談会
　２０２５年１２月上旬、「ゆめやり座談会＠山﨑邸」を開催しました。参加してくれたのは、ゆめや
りメンバー三木将矢さん・前田三津子さん・馬淵俊行さん・宮本あかねさん・山畑項平さん、ゆめやり
メイトの藤本綾子さん、夕刻のたまり場のことやみんなの思っていることをオープンにお話ししました。
そして、この日は和歌山県社会福祉課の新解美紀さんがゆめやりの活動に初めてお越しになり、みんな
の気持ちを共有する会になりました。

三木将矢（以後　三木）：まずは、僕から。三木将矢と申します。なんという肩書を持ち合わせてない
んですが。そうやな。ゆめやりの活動が八年間あるうちの、だいたい二年目ぐらいから利用しています。
和歌山市で本業というか普通の仕事は介護をやってるんだけど。ここにね、携わらせていただく機会が
増えて。ここで、なんか（笑）。あの呼んでいただける機会が多くなってきて。まあ、今日みたいな活
動にもこういうふうに、なんがちょっと増えてきたなぁという感じで。よろしくお願いします。
三木： まあ、実は自分も障害があって、３０歳くらいの時に発達障害があると診断されて。「あーそうか」
と腑に落ちた後は、それまではいろんな仕事を転々としてるんですが、同じ仕事を続けています。まあ
よかったかなと。
藤本綾子（以後　藤本）： ちょっとだけ口出しさせてもらってもいいですか。彼のことすごいなぁと思
うことがたくさんあるんやけれども。一番最初、おばあちゃんがね、キセキの杜でお話をさせてもらう
機会があって。その時にね、おばあちゃんが熱心そこで家族会に参加されてて。「いやー。気になる。
ええわ」っていうふうに思ってくれたらしくって。すぐにあの三木さんを最初一緒におばあちゃんと一
緒に来てくれたんだっけ？
三木： まああの時は言うてくれただけ。チラシで紹介はしてくれた。
藤本：それからもうすぐに、和歌山市内から遠いのにすぐにこっち来てくれて。私すごく嬉しくて。今
はきっとみんなも思ってくれていると思いますが、この参加されている人たちの中のリーダーというか、
なんかこう、頼りになる存在になっているよなと。癒し系だったり、もりあげてくれたり、彼はほんま
にリーダー的に発信してくれるなーと。そんな存在だなと。
三木： でもそのこういう場じゃないところの集まりがあるけど、別に僕リーダーでもなんでもないです

（笑）僕のポジションって思ってたのは一番下っ端の、まあなんか頼りにしてくれてるなって思うことが、
最近あるなとは思ってますね。
藤本：頼りにしてくれてるなっていうふうに思うことは、本人にとっては、どんなん？三木さんにとっ
てはどう？
三木： まあ悪い気はせんけども。
一同：笑
三木：まあね。僕の範囲外のことはあるから。他のみんなの方が詳しかったり。実質なんか、こんなリー
ダーと言ってくれてるけど、やってることなんて、大したことはないはね。それっぽい柱にはなってい
るかもしれないけど。見えるだけでね。
藤本：なんか安心できるわな。三木さん。
三木：メンバーがなんか困りごとなんかあった時言ってくれる。それで僕が黙って聞いたみたいなこと
が多いんですけど。
藤本： 安心できるんやろうなぁ。
三木： はい、そんな場になってきましたな（笑）じゃあお次の方。
山畑項平（以後　山畑）：緊張する（笑）ちょっと待って。
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藤本：緊張なんかしてないと思うけど（笑）元気に喋ってたやん。
山畑：そう。何から言うたらいいかわからん。
宮本あかね（以降　宮本） 自分の名前や。
三木： 名前からいこうか。
藤本：いいこと言うね。大当たりや。どうぞ。
三木： あなたのお名前は？
山畑： ゆめ・やりたいこと実現センターの山畑項平と申します。メンバーです。去年の四月から岩出市
の福祉事業所で働いています。椎茸の袋詰めや内職作業をしています。
三木： で、あのどこに住んでるんですか？
藤本： そこよ。さあさあ、どうぞ。
山畑：この１０月から打田のグループホームで住んでいます。
三木：グループホームで住みだしたわけだ。 
山畑：そう。
三木：それで、何をやっているの？
藤本：三木さんも関わってくれてるんやんな？
山畑： 近くの。どういったらいいん？
三木： 近くのまあほぼ耕作放棄の畑があって。
藤本：グループホームの横側の？
山畑：畑あるのよ。
三木：ゆめやりメイトの具路さんが隣の方に聞いてきてくれて。手があったら手伝ってくれませんか？
ということで使えることになったんだけど。
藤本： すごい。
三木：一緒に山畑くんとやっている。もしこれからそのグループホームに入ってきたりすると、水やり
したりとか収穫できる環境ができたらいいなぁと。人数欲しいですね、っていう感じ。
藤本： グループホームのメンバーも募集できたらいいよな。
馬淵俊行（以後　馬淵）：えっ、募集してんの？
宮本：えっと、今気ついたんかい（笑）。
山畑：そう。
宮本：では次の方。
全員：はい、どうぞ。
馬淵： えっと。馬淵俊行です。福祉事業所で仕事をしています。本業は、ゴミの回収袋の納品とそれと
並行して業務用のゴミ袋の大きな塊の上げ下げをしてます。
藤本： あれ？あっ。重いん違う？
馬淵：うん。 ハンドリフトであげたやつを移し替えてるんですよ。
藤本：見学させてもらったことある。あそこにいてるんや。どの部署かなと思ってた。
馬淵：主に僕の仕事はほとんど回収袋の納品がほとんど。紀南の方まで納品でいった。
藤本：遠いなぁ。どこ？田辺まで行った？
馬淵： 有田。
藤本：いろんなそれぞれの市町村の袋があるから。すごいな。
宮本： すごいなぁ。
馬淵： 今のところは紀の川市がほとんど多くて。
三木：良かったな。近くてな。
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藤本：今の福祉事業所に行きだして何年くらい？いつから？
馬淵：もう僕は入った時、お箸の袋詰めを最初やりだして、飲食店のお箸から最初やりだして。
藤本：それが何歳くらいだった？
馬淵：もうだいぶ経つ。支援学校卒業してから。お掃除のところも行って。今の事業所に行って、これ
運んでよとかこっち行ってよとか。みんなに慕われるようになって。
三木：もう何年になる？
馬淵：だいぶもうかな。
山畑：５０年ぶりすごい。
馬淵：５０年ぶり？なんでやねん（笑）。
藤本： やっぱすごい頑張ってるなぁ。
馬淵： 以前お世話になっていた職員が去年の四月に別の事業所に行って。今年の四月からちょっと新し
い職員女の職員が増えて。にぎやかになってよかった。
藤本：すごい。すごい。その移動になった職員さんといっしょに来てもらったんですね。馬淵：そう。
最初ね。
藤本：その職員さんが、なかなか人との関わりが難しいので、ぜひこういういろんな人と集えるところ
へと。馬淵さんと一緒にそこで共に過ごしてほしいんや、っていうことで。一番最初に連れてきてくれ
てね。なかなかコミュニケーションも取りにくいしで。
三木：パッて入ってな。僕も仲間に入れてって。まるでお話しできなかったんですよね。
藤本：馬淵さん、変化したと自分で思いませんか？
馬淵：ゆめやりに入ってから、今藤本さんが言ってたんやけど、前は僕、人とお話しするときがあんま
りなかった。
三木：なかったんやな。
馬淵： 人とあまりこう、みんなと、グループホームではあんまり喋れへんけど。ここやったらちょっと
気兼ねなく。
藤本：そうなんだ。すごいね。「気兼ねしなくて」って、その話嬉しいわ。
馬淵：理事長に頼んで外出したいなと思って。
藤本： あ、そうだったんだ。
三木：ほかのメンバーも毎回言うわ。「辞めるのも、自分で決めたらええ」って。自分でやっぱり決め
たらええ。障害があって作業所に行っていたら、自分で決められへん。嫌なことがあっても。生活はあ
るけど、こんな仕事辞めたら言うて辞めたらええんやけども。なんか辞める。っていう。選択肢がもう
ないんだ。
藤本：今日感動したのが馬淵さんが、自分の今までしんどかったこととか、そんなことを今の自分の言
葉で言えるってすごない？！辛いことって誰にもあったりするんやけど。苦しいことを話できる相手と
か、その例えば支援員さんに伝えるとか、それもなかなか難しかったと思うのよ。怖い、言うたらなん
か悪いんかなぁ？とか、それをこの場で言えるっていうのは。馬淵さんの言葉でもちゃんと伝わったよ。

宮本あかね（以後　宮本）：メグリュックの宮本あかねです。よろしくお願いします。
仕事では、さをり織りをしたり、組み紐をしたり、スマホのストラップを作ったりしています。※メグ
リュック：麦の郷の法人の一つ。
職員（尾方）：たまり場はいつから来てるんだろう。
宮本：えー。そうですね。たまり場が始まったぐらいから来てますよね。
藤本： どのくらい。
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職員（尾方）：８年目なんでどのぐらいかな？同じぐらい来てますね。
宮本：そうね。
職員（尾方）： まあ毎回来て何してるんですか？。
宮本： 中国ドラマがすごい好きで。イケメン好き。あ。これこれ。この中国ドラマの時代で。（笑）仕
事場でもイヤホンしてテンション高めるために仕事ができやすいように。
DVD プレーヤーでイヤホンで聞きながら仕事してる。やっぱり、はかどります（笑）。そんな仕事中は
見るんじゃなくって、それでこう、すっごい聞きながら。でも疲れたなと思ったらもう。もうイケメン
からエネルギーをもらう。
藤本：素晴らしいな。
職員（尾方）：あかねちゃん、ゆめやりで頑張ったことありますか？
宮本：頑張ったことをたくさんあるけど。まあ、いくつか。二つぐらい。
まずは、ダンス講座。ここ（山﨑邸）でもやりました。 楽しかったね。それもう三年ぐらい講師と連
絡を取ったりなど、アシスタントをしています。それから、和太鼓を練習しているんです。今度のコン
ファレンス（１２月２２日）で演奏します！田辺市までいきます！
藤本：紀の川市で応援してるわよ。（笑）
宮本：あと、青洲まつり時代行列に出演しました。加恵の妹役です。華岡青洲の妻の妹役です。紀の川
市の職員の人たちもサポートしてくれました。
藤本 : 着物似合っていいよな。歩くの大変じゃなかった？ 
宮本：今年はめちゃめちゃ雨降った。着物も雨で濡れた。でも、バスで送ってくれた。
来年は加恵さんを狙いたいです！白いの着たくて！ （笑）
前田三津子（以降　前田）：すごいね。グレードアップして。すごいね。
藤本：応援してますね。
宮本：ゆめやりでいろいろ挑戦できたり、太鼓では新しい先生との出会いもあって。
前田：よかったね。頑張ってきてください。
宮本：はい。（笑）
宮本：そういえば、明日漫才講座にお父さんも来ます。一緒に行って笑ってきたらとお母さんに言われ
たの。普段は家ではリモートワークしてるんでね。気分転換にと。
藤本： お父さんも一緒にいいね。誘ってくれて嬉しい。
宮本：見るだけやけど、やらないよ。（笑）
藤本：それにしても、ほんまお母さんもお父さんもずっと迎えに来てくれて。ありがたいよなぁ。
宮本：はい。じゃあもう帰りますね。（笑）
一同：バイバイ。

新解美紀さん（以後　新解）： 県の職員です。
馬淵： 県庁ってあの和歌山今なんか。有名なこう。観光のアピールとかしてますか？
新解： （馬淵さん）すごい！よく知っていますね。観光（聖地リゾート）のアピールをやっています。
藤本：和歌山にはいいところいっぱいあるよな。
三木：熊野古道とか高野山とか？
馬淵：そうそう。なんか知事さんが変わったってことニュースで言ってたけど。
新解： 前の知事。亡くなったんです。
藤本： そうや。突然もうびっくりしたなぁ。
新解：すごい福祉に力入れて思いを持ってくれていた人でした。いろいろな事業所に行ってくれていた。

― 10 ―



全国のスポーツ大会で県の行進があるんですが、亡くなった知事は団長になってくれて。いつも一緒に
二年間行ってくれた。
藤本： すごい。目線が共にっていう感じでしたね。
新解： 今の知事は県の元教育長で、その前は知事室長とかされていました。やっぱり教育長もしていらっ
しゃったので、支援学校のことは詳しいです。
山畑：どこの支援学校行ってたんですか？
新解：県内全部の支援学校です。教育長の時に、南紀はまゆう支援っていうすごい学校も作ってくれて。
仕事は県内の福祉事業所とかかわる仕事をしています。よろしくお願いします。

藤本：藤本綾子です。ゆめやりメイトとして参加しています。 そもそも、私は一番最初八年前この事
業がスタートしたときに担当になってやってきたんやけども。「何をするんかなぁ？どんなことしたら
いいんやろう？」と思って。それこそ一番最初三木さんとかね。ほんまに初期に来てくれたことで、あ
の一人で考えなくてもいい。なんかこう何か（自分が）支援をする側で、（メンバーが）支援される側
ではなくってね。作業所だったりとかあの支援センターじゃなくって、ここはね、ほんまにこう平たい
場所だしで、私も何してこれからどんなにしていったら、ここの場がいい空間になるんかなと思ってい
た。でそこへ三木さんたちが参加してくれることで。で、またあの尾方さんが帰りにここへ立ち寄って
くれて、一緒にご飯を作ったりとか。そんな中でね。なんかすごい。私も何かしなければならないでは
なくってね。なんか。いや、みんなとできるやん。って。で、なんかすごい良い場所やな。こんな、こ
ういう居心地のいい場所にみんな来てもらえたら嬉しいなというのが一番最初の安心感で。「一人じゃ
ないんだ」っていうのをすごく感じて。嬉しいことに、あのそれこそ。県の担当者も紀の川市の担当者
もすごく結構それぞれの立場で応援してくれて。それが一番ね。すごい嬉しいかったのを覚えています。
私もすごくそれで、なんか担当がたった一人でもね。一人じゃないっていうのを思えたのがすごく嬉し
かったなぁっていうのを思いだしていて、でね。今は気楽にね、来たいときに来るっていうことにして
んのよ。
藤本： 別の話になるけど、あの支援センターで勤務していた時とか、その職員の時はね、「誰々ちゃん」
とかではなく、絶対「誰々さん」と呼んでいたんやけど、ここではねそれこそ「あかねちゃん」とかそ
ういうふうな平たい関係やん。なんかそういうね、今まで支援さんセンターにいたなかでなかったから
ね。なんかすごくそれが新鮮でもあるし、「同じ立場で」「一緒に」。っていうのがね。すごく嬉しいし。
仕事辞めてからでも、ここに来れないこともあったりするんやけどね。なんかねそん時はね。絶対にみ
んなどうしてるやろ？ってつい思ったりもする。行ける場所が私もあるっていう。やっぱすごく私も嬉
しい場所であります。
職員（尾方）：家族とか作業所とは、たまり場は何が違うでしょうか？
三木：まあでも家族、作業所。まあ学校は、誰かの意向に沿わなければならないというのが一つ出てく
る。親、先生、お友達の意向。まあ同僚、先輩がっていうのがあると思うね。ここでは、まあ、基本な
いかなと。自由な場所。
僕がその学生時代の時思うと、やっぱりその。ほんま家でいてたら、「なんで家でいてるの？」学校に
出たら、あんまり楽しくない。勉強とかしんどかった。家に帰ったらいろいろ家の人に言われるってなっ
たら、もうほんまに行く場所がないってなるんやけど。そういう時にこういう場所があれは、通うよう
になってたらいいし。息詰まるやろうなと思いますよ。何もそういう場所はないと。そういう時期あっ
たからねー。
藤本：三木さんの話で言うとね。なかなかその発達障害っていうことをきちんとこう明らかになったっ
ていうのが、３０歳ぐらいや。でね。それまで、なんで自分はこうなんやろとか？すごくこう責めたり
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とか、人とは違う。何でやろう？っていう。動いてばっかりで、ガサガサするなよっていうふうに幼稚
園から高校時代も注意されたりとか。ちゃんと聞かなあかんやんとか言われる中で、障害とも認定され
ずしんどい思いをしてきたはず。
三木：ずっとね、なんで、よその子ができて、僕はできへんのー？とずっと思っていた。
藤本：それね、高校の時にも苦しかったっていう話を聞いてね。それがね、３０歳で（自分の障害が）分かっ
て。やっとそれからどう変わったのかな？
三木：それは変わるよー。よかったーと思った。ほんまに。これで。ほんまに。ただそういう能力のな
い人ですよって言われた時はどうしたもんかと思ったけど。今では知的・発達障害擬似体験の講師とか
までさせてもらってね。７０人ぐらい来てくれたんかなと思う。
藤本：私、三木さんと前にも一緒に講師をさせてもらったら、なんか、私はすごく楽というかすごくえ
え。相棒っていうかね。そうそういい話してくれるような。
三木：自分の体験もあるんで。自分で気づく人は珍しい。そうやなぁ。これまあ最初に認定されるかも
う死ぬまでわからん人もいる。３０歳まできて気が付く方が珍しい。まあほんでどっちか分からずに。
というか認定まで変わってるとこがあったりとか、なんか。いっぱいいてると思うんですよ。そういう
人のために。そういう人の道しるべになるんじゃないけど、そこまでええことは言われへんけど（笑）。
というのが頑張れるように、ちょっと、こういうアドバイスはありますよとかいう話は伝えていきたい
なと。
藤本：あー素晴らしいわなー。
三木：三木さんみたいになりたいとか言ってくれた人がいた。うちの孫も三木さんみたいになれますか？ 
と言ってくれた。
藤本：勇気づけられたと思うのね。
三木：嬉しかったね

職員（尾方）：では、仕事帰りにご参加ありがとうございます！自己紹介をお願いします。
前田：メンバーの前田三津子です。
藤本：前田さんがきてくれただけで安心。めっちゃいいわ。
前田： うーん。若い人が多いから。また母親みたいなよな。（笑）
前田：今年奈良漬け作りの講座（紀の川市地域おこし協力隊との共催講座）と芋ほりをやりましたよね。
三木：奈良漬けな。
前田：楽しかったですねー。奈良漬け作りなんて、一回もしたことなかったけれども丁寧に教えてくれ
て楽しかったです。藤井地区の農家さんの畑を借りてテーブルに材料をそろえてもらって。一ヶ月で食
べてみたけど、やっぱり美味しくなかったね。地域の農家さんが作って出してもらったのとはやっぱり
違う。ナスとか味が馴染んだやつとは違った。ちょっと時間かかるかもしれない。
浅漬けじゃないけど、好きな人もいてるし。でも。お正月頃かなと。ちょっと楽しみますね。でも一ヶ
月で食べれるって言ってたけど、三ヶ月ぐらいおいたほうが、やっぱおいしいみたい。
藤本：前田さんが来てくれたらね。なんかみんな安心感あるよ。みんなの悩みの相談を聞いてもらって
いるし。
前田：お母さんでしょ？そんな存在？（笑）
藤本： なんか前田さんの存在もね、みんなほっこりする。何でも聞いてもらえる人っていう感じで、す
ごく安心感あるよ。
前田： そうですか。私も最近ちょっと来させてもらってないけど。でも、なんかみんなと出ていろんな
話聞いたりとかすると、安心するなみたいな。私も安心するなってなっている。
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藤本：私も絶対無理せんといこうと思ってて。自分の家族のこととかあるから、無理してきたらアカン
なと思ってるの。なんかすごく、今日行きたいなとかってすごく思うわ。みんなと過ごしたらなんか元
気をもらえるというかね。
ここのこういう空間に癒されたりとか。だからそういう場所ってすごく大事よな。
前田： そう、大事です。私は一人で生活していますが、ここに来て、たわいもない話を聞いてて、面白
いなとか。こういう居場所っていうのはいいですよね。
藤本：こんな雰囲気。いいよな。
職員（尾方）：参加してくれるメンバー、ゆめやりメイト、みんなのおかげでね。いろんな人たちがい
い変化をしてきたと思います。
藤本：馬淵さんもね、成功事例っていうかと思ってるんだけど。本当に変わった！ 自分で判断して動
けるようになったよな。
前田：最初来たときどうしよう？と困った。
藤本：やっぱりそうですよね。言われて動くことが良しとしてたんだけども。それがそうじゃなくって
自分で動いたらいいなっていうふうに。変わってきた。
前田：変わってきてる。この前高野山に行くのに電車の時間とか調べてくれたり。
藤本：それはすごい変わったのがやっぱり聞いて、すごい。
前田： すごい自信がついたと思う。
藤本：それはあるかもね。役割あるんだっていう。前田さんがね、来てくれると安心感あるし。
前田：ありがとう。
山畑：嬉しい。（笑）
職員（尾方）：公民館のお料理講座の時とかね、前田さんは山畑君のことを助けてくれましたよね！
前田： そういうのもあったな。（笑）
前田：当初のことを思ったら紀の川市公民館の講座も増えてるし、障害がある人もなんか社会に参加し
ていけてるって感じがすごく思う。
藤本：公民館講座が普通に広報きのかわなどに載っていて。「障害のある人対象」とか書いてくれてた
りして嬉しいよな。
前田：そうそう。なんかねえ、今までちょっとハードルがあったっていうか。障害のある人が参加でき
る講座が増えて嬉しい。
藤本：紀の川市が協力的なことって嬉しいよな。受け入れてもらっているというか。
三木： 料理がまたここでもやりたいっていうのは、ヤックン（ほかのメンバー）がこの前言っていた。
前田：ああ。よかった。みんなで作って。
藤本： かつてね、数年前にしてたように、みんなで食卓を囲んで食べるっていうのもコロナ前はやって
いたけど。でもね、あの時実はすっごく大変で。やっぱり作るのは、たとえカレーって簡単にできそう
やけども。作るだけじゃなくて。片付けもね、ちゃんとしなくてはいけなくて。「大きな家族みたいや」っ
ていう表現をされた人がいましたが、スタッフも少ない中でね。そこまでっていうのが大変だった。
三木：講座で料理講座とかあったらいいな。うちのその畑で、もし何か採れたらそれを使ってなんかや
りたいなとずっと思っていて。これを今目標にじゃがいもを育てています。
藤本：いいな。
三木：これをやるのに、一生懸命。水やりとかそんなことは別にだいぶ大きくなった。
藤本：なんか楽しみやん。
山畑： 水やりは俺のおかげやで！うち担当やったから。
三木：あれは枯れた！俺がちょっと種をダメにして。（笑）五日ぐらい水につけたらなんか腐っちゃった。
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前田：勉強ですね。
三木：勉強。お前（山畑）のおかげや。お前が水やりするから。もうほんまに面積大きいんよ。面積が
今一人でもう水やりできやんぐらい。
玉ねぎは四畝。
藤本：そんなにたくさん作ったんや。夢も広がってすごい！

（また話はたまり場の話へ戻り）
藤本：たまり場では、堅苦しい相談とかじゃなくって、雑談の中でこんなことあんのよとかっていうふ
うな聞いたりして、結構ね。
前田：みんなで考えてくれたりとか。
藤本：一対一の相談ではく、みんなでこんなことがあって困った、悩んだって言ってたら知らん間にこ
う何人かで聞いてくれたりしてるよな。
前田：「私だけではないんだな」と発見したことがありました。
藤本： この人の話を聞きましょう。とかじゃなくて、自然と悩みを出せるわな。
三木： 僕が聞いて思うのは、程度の問題は違うけど、「悩みは同じやな」と思う。昔僕が悩んでたよう
なことを、若い参加者が今悩んでたりする。でもよく考えたら 20 代くらいの時、同じこと思ってたか
とか思うわけですよ。だからみんな心広くなっていくと思うんです。伸びしろがあると思うんですよ。
山畑さんがクワの使い方もうまくなったように、心も広くなっていくんじゃないですかね。（笑）こう
いうたまり場っていう場所がないと、そういう気づきはなかった。
藤本：素晴らしい！
藤本：あの作業所だったりとか、仕事場ではなかなかそういう話もできへんけど、この雰囲気やから話
できる。いろんなとこから集まってるからとか、年齢層もいろいろやから話できる。そういう相談もで
きる場所になってるんかなっていうのもあると思う。
三木：今でこそ余裕を持っていてられるけど。
藤本：なんか５０代、６０代の発言みたいな、今の。（笑）
三木：俺また悩んでることもあるけど、また。上の人に聞いてもらえますもん。僕が結構年齢が真ん中
ぐらいだし。
藤本：私らを含めたらな。（笑）
三木：そうそう。（笑）そうだから僕も誰かに聞いてもらおうと思ったし。
藤本：あー、話したことあるよなー。私らもな。いいよな。

職員（尾方）：最後に、新解さん。今日は参加されてみていかがでしたか？なんかこんなに長時間熱心
に話を聞いてくださる行政の人もあまりいないので、嬉しかったです。
新解：私、人見知りなんですよ。
藤本：えー！一度も感じたことなかったな。
新解：まず新しい環境に入っていくのがしんどいんですよ。でも滑り出したらいくらでもお話しできる
んです。（笑）
三木： 僕らも人見知りやからな。（笑）
一同：大笑！
藤本：そういうことにしとか。（笑）
新解：こういう存在の場所というのがあるってわかってよかったです。
令和七年度より「こどものこころの診療ネットワーク事業」を、様々なこどものこころの問題に向き合
うために実施しています。子供さんのことを勉強しながら、第三の居場所作りなんかも勉強しています。
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学校が終わった後、家に帰る前に一度そこに立ち寄り、食事をしてお風呂に入るというようなことを支
援している事業です。泊まることはできないのですが。日本財団が助成金を交付して行っていましたが、
国も大事な事業ということで、行政が財団のあとにお金を出す事業が始まったんです。たまり場は率先
してやっている感じだと思いました。
藤本：仕事帰りに立ち寄って、また元気になって帰って。たまり場と同じ感じやな。
新解：それを子供のころからやるっていうのは大事だなと。 市町村がバックアップしていかないとい
けないのですが。
三木：いいわな。
藤本：紀の川市にもできたらいいのになあ。
新解： みんなでしんどい気持ちを分かちあえる場所があるのはとてもいいことだと思いました。事業所
の忙しい仕事が終わったあとに来られる場所があるのはいいですね。事業所の中には、それぞれの人の
持っている力をしっかり見ていない事業所もあるかもしれません。今日みなさんと話をするにつれ、い
ろいろな気持ちを発言してくれて、事業所の様子がよくわかりました。
藤本：そんな関心持ってくれて、嬉しいです。それぞれの意見をしっかり聞いてくださる県の職員さんっ
て素晴らしいです！
新解： 数年前に、「ゆめやり取扱説明書」を成果物で作られていたと思いますが、あれにすごく感動し
ました。
藤本：そうなんですか！ 
新解：送ってきてもらって。ウクレレの演奏を聞きたいな、行きたいなと思いながら、時間がなく来れ
なかったのですが。すごい演奏上手そうですよね。
三木：今日はウクレレ持ってこなかったな。（笑）油断した。簡単やよ。
藤本： ウクレレは簡単やっていうけど、私にとってはすごく難しいんでね。買うたものの、飾ってある
んですね。（笑）
新解：ギターにも挑戦したけれど、難しかった覚えがあります。手が小さいのでＦコードは無理でした。

（笑）
三木：Ｆは無理！
三木：ギターを挑戦されたなら、ウクレレなんかすぐできる！
藤本：私なんかはもう全然あかんけど、簡単には簡単やっていって。で、それでも難しくてね。一応飾っ
てる。（笑）
三木：いつか弾きましょう！
藤本：新解さんに教えてあげてよ。
三木：和歌山生活支援センターと第二こじか園からもクリスマス会で演奏してほしいといわれていて、
嬉しいな。
前田：すごいなぁ。
藤本：もうなんかすごい話やんな。こんなことになって。でも呼んでもらえるだけの実力はやっぱりあ
るわ。
尾方：県の出張まなび講座にゆめやりウクレレ講座を登録させてもらっています。
新解：ありがとうございます。でも一つ残念だなと思っていることがあるんです。出張まなび講座は教
育委員会の事業じゃないですか。ちょっと自分も申し訳ないと思いながら、障害福祉課では浸透してい
ないんです。教育と福祉とを結ぼうっていう取り組みをすごいと思っています。あと、来年度に向けて
生涯学習課から会議に呼んでもらっていて、楽しみにしています。
藤本：そんなこと思ってくれるっていうこと自体がすごい嬉しい。わざわざ来てくれてよ。
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三木：あと思うけど、対象が障害のある人とかない人とか言ってるけれど、結局やることと同じで。別
に障害があるからないからって、教え方変えるわけじゃない。ピアノの先生も言うてたけど。生涯学習
とか福祉とか関係ないと思う。
藤本：だから、一緒にやったり、むしろ一緒にやりましょうよ。ということやね。
三木 : そうそうそう。
藤本：ほんま。そうやん。
前田：今料理教室もね、一緒にやってますよね。そういう感じよなぁ。
藤本：区分けする必要があるわけでもなく。
三木：まあでも障害がある人も対象ですよって書かないと障害のある人が参加しにくいかも。全然対象
じゃないと思ってしまってるからっていうのが、ちょっとあるかもしれないので。それはどっちも大丈
夫っていうふうに当事者側の意識の問題かもしれないな。障害のある人って書いてあったから来まし
たっていう人もいたんですよ。
新解：障害福祉課でも出前講座をやっているんです。今後コラボしていけたらいいなと県で検討してい
るところです。
三木：そんな声を上げてくれていると聞けただけでも嬉しいです。
藤本：ありがたいで。そういう風に考えてもらえば、嬉しいわな。
三木：そうそう 明日、漫画講座があるんや。そのあとにコンファレンスが 22 日。でも、我々が総合司
会をします！
藤本：紀の川市で応援してるわな。（笑）
三木：総合司会の人（山畑さんへ）、最後になにかありますか？
山畑：田辺スポーツパークでやるんだけど。その我々だけじゃなくて、ヤング（漫才師）さんの二人に
教えてもらおう！
三木：わかった。わかった。明日の漫才講座でちゃんと練習して、本番頑張ろう！
三木・山畑：オー！！
座談会に参加いただき、ありがとうございました！
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